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個
人
情
報
の
保
管
又
は
使
用
は
、
収
集
目
的
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
他
の
保
管
若
し
く
は
使

用
の
目
的
を
示
し
て
本
人
の
同
意
を
得
た
場
合
又
は
他
の
法
律
に
定
め
の
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
こ

と
。監

理
支
援
機
関
及
び
監
理
型
育
成
就
労
実
施
者
等
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
職

業
安
定
法
第
五
条
の
五
、
法
第
四
十
三
条
又
は

か
ら

ま
で
の
監
理
型
育
成
就
労
外
国
人
等
本
人
の
同
意
を

得
る
際
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

イ

同
意
を
求
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
監
理
型
育
成
就
労
外
国
人
等
が
適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
可
能
な
限
り
具
体
的
か
つ
詳
細
に
明
示
す
る
こ
と
。

ロ

業
務
の
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
個
人
情
報
を
収
集
し
、
保
管
し
、
又
は
使
用
す
る
こ
と
に

対
す
る
同
意
を
、
育
成
就
労
に
係
る
職
業
紹
介
の
条
件
と
し
な
い
こ
と
。

ハ

監
理
型
育
成
就
労
外
国
人
等
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
き
、
本
人
に
よ
り
明
確
に
表
示
さ
れ
た
同
意
で
あ
る

こ
と
。

二

個
人
情
報
の
適
正
な
管
理

監
理
支
援
機
関
及
び
監
理
型
育
成
就
労
実
施
者
等
は
、
そ
の
保
管
又
は
使
用
に
係
る
個
人
情
報
に
関
し
、
次

の
事
項
に
係
る
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
監
理
型
育
成
就
労
実
施
者
等
及
び
監
理
型
育
成
就
労
外
国
人
等
か

ら
の
求
め
に
応
じ
、
当
該
措
置
の
内
容
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

イ

個
人
情
報
を
目
的
に
応
じ
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
正
確
か
つ
最
新
の
も
の
に
保
つ
た
め
の
措
置

ロ

個
人
情
報
の
漏
え
い
、
滅
失
又
は
毀
損
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

ハ

正
当
な
権
限
を
有
し
な
い
者
に
よ
る
個
人
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

ニ

収
集
目
的
に
照
ら
し
て
保
管
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
個
人
情
報
を
破
棄
又
は
削
除
す
る
た
め
の
措
置

監
理
支
援
機
関
及
び
監
理
型
育
成
就
労
実
施
者
等
が
、
監
理
型
育
成
就
労
実
施
者
等
及
び
監
理
型
育
成
就
労

外
国
人
等
の
秘
密
に
該
当
す
る
個
人
情
報
を
知
り
得
た
場
合
に
は
、
当
該
個
人
情
報
が
正
当
な
理
由
な
く
他
人

に
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
厳
重
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

監
理
支
援
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
関
す
る
規
程
を
作
成
し
、
こ
れ
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

イ

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
者
の
範
囲
に
関
す
る
事
項

ロ

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
者
に
対
す
る
研
修
等
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

ハ

本
人
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
の
個
人
情
報
の
開
示
又
は
訂
正
（
削
除
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
取
扱
い
に

関
す
る
事
項

ニ

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
事
項

監
理
支
援
機
関
は
、
本
人
が
個
人
情
報
の
開
示
又
は
訂
正
の
求
め
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
本
人

に
対
し
て
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

三

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
遵
守
等

一
及
び
二
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
監
理
支
援
機
関
及
び
監
理
型
育
成
就
労
実
施
者
等
は
、
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
（
以
下
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
と
い

う
。）に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
義
務
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま

た
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
に
準
じ
て
、
個
人
情
報

の
適
正
な
取
扱
い
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
適
用
す
る
。

〇
出
入
国
在
留
管
理
庁

厚
生
労
働
省
告
示
第
一
号

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十
九
条
第
五
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
三

項
、
第
三
十
二
条
第
五
項
、
第
三
十
三
条
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国
人
育
成
就
労
機
構
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
を

行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
法
第
八
条
の
三
第
四
項
（
同
法
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十
九
条
第
五
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
、
第
三
十
二
条
第
五
項
、
第
三
十
三
条
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官

丸
山

秀
治

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

一

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
八
条
の
三
第
一
項
（
法
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十
九
条
第
五
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
、
第
三
十

二
条
第
五
項
、
第
三
十
三
条
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
申
出
、
届
出
、
報
告
書
、
監
査
報
告
書
又
は
事
業
報
告
書
の
受
理
及
び
当
該
報
告
書
、
監
査
報
告
書

又
は
事
業
報
告
書
の
保
管
に
係
る
事
務

二

法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
事
務

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省

告
示
第
一
号

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
財
務
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
告
示
第
一
号
（
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方

針
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

環
境
大
臣

石
原

宏
高
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